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日本の畜産現場を襲う主な感染症
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畜産現場での感染症が及ぼす影響

■経済的（畜産経営）
■食の安全性
■人の健康

・飼養衛生基準の遵守
・ワクチンによる予防
・生産段階でのHACCP導入
・まん延防止策（感染動物の淘汰、移動制限など）
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家畜の感染制御に係わるステークホルダー

薬剤耐性対策アクションプラン（2016-2020）

１．普及啓発･教育の推進
２．サーベイランス・モニタリングの強化
３．感染予防管理の推進
４．抗微生物製剤適正使用の推進
５．研究開発・創薬の強化
６．国際協力の推進

国際的に脅威となる感染症対策関係閣僚会議，2016/April/05

ワンヘルスによる対策の実施

薬剤耐性菌対策の普及啓発活動例（内閣官房）



家畜飼育者のAMRアクションプランの認知度
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薬剤耐性ワンヘルス動向調査年次報告書2019を改変

産業動物獣医師のAMRアクションプランの認知度
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薬剤耐性ワンヘルス動向調査年次報告書2019を改変

東北感染症危機管理ネットワークとは？

https://amr.ncgm.go.jp/case-study/004.html

発案者：賀来満男先生（東北医科薬科大学特任教授，東北大学名誉教授）
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家畜感染制御ネットワークの概要
（JLIC；Japan Livestock Infection Contorl Network）

■先進的な感染症対策の構築
■畜産界の活性化
■畜産食品の安全性確保

JLICの活動

ソーシャルネットワークで社会を変える！

活動の特徴
■畜産現場を軸足
■ワンヘルスを基盤
■ソーシャルネットワークを強化
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家畜の感染制御に関わるソーシャルネットワーク
JLIC活動方針

＜情報発信活動＞
■セミナーの開催（年に1~2回）

・生産現場の事例紹介（成功例や失敗例）
・獣医師から見た理想と現実
・消費者から見た理想と現実
・医師との連携
■専用ホームページの開設（予定）
■LINEなどのSNSの活用（予定）

＜普及・啓発活動＞
■有用情報の普及・啓発

・畜産農家
・獣医師，動物看護師

＜共同研究促進活動＞(将来的)
■共同研究の企画，仲介，予算措置

・新たな施設整備、技術、治療法などの開発
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